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11/10 米軍基地いらんちゃ

フェスタin丹後に集まろう!

第二期工事を強行する政府を許さない!

政府に押し込まれているが屈しない!
2013 年 2 月に日米両政府の合意の下、京丹

後・宇川地区の航空自衛隊経ヶ岬分屯基地内と

それに隣接する区域に米軍 X バンドレーダー

配備が決まって以降「京都連絡会」は、同年７

月に立ち上り、闘い続けて丸６年を迎えました。

「京都連絡会」は、京都／近畿で初めての米

軍基地＝ X バンドレーダ－基地配備が地元住

民や私たちに人権侵害と環境破壊をもたらすと

いう点で反対し、またそれ以上にこの X バン

ドレーダー基地が朝鮮敵視の軍事的拠点として

朝鮮のみならず東アジアの軍事的緊張をあお

り、これを理由に安倍政権が軍拡と改憲・自衛

隊の海外派兵を推し進めることに反対して皆さ

んと共に先進的な闘いを担ってきました。

この間、毎月２回の「街ビラ配り」や京丹後

・宇川訪問活動を行い、京丹後市・京都府およ

び中部近畿防衛局への要請・抗議集会などでき

ることはやりきってきました。

また毎年６月には「近畿連絡会」主催の京丹

後・米軍基地撤去の集会とゲート前抗議集会、

前段集会を始め日米・米韓合同軍事演習に対す

る抗議集会に取り組んできました。

地元の「憂う会」と協力した私たちの活動が

米軍基地被害から住民を守る「抑止効果」が少

しはあるとはいえ、第二期工事は強行され、京

丹後の米軍基地は「舞鶴、福知山、饗場野」基

地群と結んで軍事要塞化が進んでいます。

11月闘争の課題

今年の「いらんちゃフェスタ in 丹後」現地

闘争の基本方針は、①防衛省の嘘と詐欺的行為

による約束違反を徹底糾弾し、②日米地位協定

の抜本改正、③軍用地賃貸更新時における地権

者の拒否を促進すること、④これらの課題を実

現するために京都における X バンドレーダー

基地撤去の共闘を進めなければなりません。

約束違反は、国家の自殺行為 徹底弾劾を!

防衛局（省）は、基地建設計画から今日まで

宇川地域住民・京丹後市・京都府と約束したこ

とは一つとして守らず、基地建設と運用を続け

ています。仕方がないで済ましてはなりません。

具体的には、「ドクターヘリ運行時にはレー

ダー即停波」と京都府と防衛局の間で書面で確

認されていますが守られていません。

基地内に隊舎ができるまでは軍人・軍属は三

軒のホテルに共同で住み、通退勤は地元の人が

運転するマイクロバスで集団で行動する、だか

ら交通事故も人権侵害も起こりえないと約束し

ていましたが、いつの間にか地域の借家に潜り

込み、Y ナンバーや自家用車で通退勤し、これ

まで 件の交通事故を起こしています。

この交通事故も去年 2月までは事故毎に概要

報告が地元に報告されていたが、昨年 2月の事

故以来今年の 3月まで 1年以上事故概要の報告

がなく、今年の 3月になって防衛局から「日米

合同委員会で今後は事故の件数のみ報告」と一

方的な通知がありました。これでは事故の再発

防止ができない、と地元から批判が上がりまし

たがそのまま強行しています。土日工事はしな

い、という約束も破られています。

約束＝契約は、資本主義社会の鉄則です。国

家（政府）が約束を破ることは政府の自殺行為

です。約束違反を一つづつ示して徹底弾劾し地

域住民の立ち上がりを支援しましょう。

京丹後における軍用地賃貸契約は「2013年 12

月 26 日～ 2015 年 3 月 31 日まで、その後は、
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国の必要に

応じて更新

の 協 議 を

行」旨とな

っていて基

本的に毎年

更新です。「約束」前提の契約を政府が破れば

更新毎に軍用地主の方々が「やはり契約更新は

やめよう」と考え直されるように京丹後行動を

強化しょう。会員の皆様方の協力が必要です。

米軍に国内法適用する日米地位協定の改正を!

政府は大資本に肩入れして住民に差別的な犠牲

を押しつけるな!

こうした約束違反の背景に日米地位協定があ

り、第 25条に日米合同委員会があります。

日米地位協定は、米軍に国内法免除という特

権を与えた協定であり、断じて許し得ない差別

的な協定であり、直ちに米軍を国内法に従わせ

るよう日米地位協定の抜本改正が必要です。

日本政府の戦略の大本は、独占資本が海外に
おおもと

権益を拡大するため海外進出するのを支援する

ことであり、そのためには基地周辺の住民の人

権や環境などの被害は政府の判断＝主権を行使

して容認し、米軍特権を認めているのです。

だから日米地位協定に対する闘いは、政府

に「主権を行使しろ」というナショナリズムで

はなく、「大資本のために住民を犠牲にするな」

と弾劾し、自公政権を打倒することであり、米

軍に国内法を適用する政府を共同で作り上げる

ことに力を注がなければなりません。

安倍内閣打倒!反戦反基地の共同闘争の前進を!

成長率の低迷、実質賃金の低下、企業の設備

投資低下などアベノミクスは失敗しています。

それに追い打ちかけるように不公平な消費税

増税が強行されました。圧倒的多数の人々が安

倍政治に区切りをつけようと考え始めていま

す。安倍内閣打倒の時節が熟してきています。

次期衆議院選挙で野党共闘の新しい共同政策

の中に朝鮮、中国、韓国敵視をやめて東アジア

に平和を実現するため辺野古新基地建設反対、

関西生コン支部への組織破壊攻撃反対、そして

Xバンドレーダー基地をはじめ日本列島にミサ

イル防衛網の強行反対を押し込めるような大き

な反戦・反基地勢力の形成が緊急の課題になっ

ています。11/10 のいらんちゃフェスタの闘い

を契機に京都での反戦・反基地共同闘争組織の

結成を勝ち取りましょう。 大湾

10月19日（土）14時から京都教育文化センタ

ーにおいて、悪天候にもかかわらず約40人の結

集で「防衛省の約束破りを許さない！東アジア

の平和を！米軍Ｘバンドレーダー基地撤去！10

・19京都集会＆デモ」が開催されました。この

集会は、11月10日に予定する米軍基地いらんち

ゃフェスタ2019に向けて、現地の状況を共有化

し、闘いの基調を意志一致するために開催され

たものでした。

司会の開会あいさつに続いて、京丹後現地か

ら参加した「米軍基地建設を憂う宇川有志のの

会」の永井友昭事務局長がパワーポイントを用

いて40分間にわたって現地報告を行いました。

永井さんの報告は、刻々と強化され、要塞化

されていく米軍基地の様子を暴き、防衛省の相

次ぐ約束破りを怒りをこめて弾劾するものでし

た。

続いて京都連絡会の大湾宗則共同代表が集会

の基調を提起しました。大湾さんは、「防衛省

の住民との約束破りは全国のどこの基地周辺で

も起こっていることを例をあげて暴露しまし

た。また日米地位協定が米軍の特権を認めた許

しがたいものだがこれに対する闘いは、日本政

府に『主権を行使せよ』と要求することではな

い。なぜならこの不平等協定は、日本政府が大

資本の権益を海外に拡大することと引き替えに

基地被害を国民に押しつけていることを指摘

し、政府の大資本優遇を徹底弾劾し、米軍に国

内法を適用する地位協定の抜本改定を実現する

政府をつくることだ」と提起しました。そして、

「京都連絡会は頑張ってきたが今のままで良い

ということではない、Ｘバンドレーダー基地撤

去の闘いを沖縄や韓国の民衆と連帯して京都で

共同の闘いを更におし広げ、政府の国策と対決

しよう」と呼びかけました。

続いてNo baseの会、ZENKO、原発うごかすな！

実行委員会＠関西・福井、労働組合つぶしの大

弾圧を許さない！京滋実行委員会からのアピー

ルの後、京都連絡会の山本事務局長が11/10の

米軍基地いらんちゃフェスタへの総結集を呼び

かけて集会は締めくくられました。

その後、集会参加者は京都市役所前までデモ

をおこない、

19日行動に合

流し、四条河

原町までデモ

をともに闘い

ました。

山本
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辺野古、宮古でも

政府・防衛省の嘘づくめを告発します。
★「Xバンドレーダーは防衛用、だから攻撃さ

れない」 「だから安心してください、京丹後

が攻撃されることはありませんから」、また「Ｘ

バンドレーダーはボールの縫い目まで見える、

高性能で日本防衛にとても重要」と住民をだま

して配備された X バンドレーダーですが、こ

れまで朝鮮から打ち上げられたミサイルがどん

な種類でどんな飛行経路、高度、着弾地などに

ついて防衛相は「･･･だろう、推測、検討中」

という答えしかできていません。

また、「防衛用で攻撃されない」と住民に説

明しながら防護壁、鋼鉄シェルター、銃座付き

監視塔の設置予定。住民の「安心・安全」に関

わる重要なことでこの嘘つき、詐欺的行為を決

して許してはなりません。

京丹後の X バンドレーダー基地は、舞鶴

のイージス艦、福知山の陸自･海兵隊化、饗庭

野のオスプレイ演習場などと連携して日本海に

向けた朝鮮敵視の一大要塞基地化が進んでいま

す。青森津軽・車力分屯基地の X バンドレー

ダーの隣に PAC-3があります。

既に沖縄諸島にミサイル基地、萩、秋田にイ

ージス・アショアが予定されており、米国発ニ

ュースでは、日本列島に更に新たに中距離弾道

弾ミサイルの配備予定が報じられています。

京丹後では今後、鋼鉄シェルター、台座付監

視塔、防護壁が予定されていますが、「X バン

ドも防衛が必要」と言い出して PAC-3 の導入

が計画されているはずです。警戒必要。

沖縄、辺野古、韓国でも嘘をついている。

★ オスプレイは2006年、既に沖縄配備が日
米合意されていたが、米国は「早く公表せよ」、

日本が 2012年配備まで隠していました。

★ 軟弱地盤は 2０１６年のボーリング調査で

判明、２０１８年、北上田さんが情報公開で示

すまで防衛局は隠していました。

宮古で防衛局は 2015 年 5 月、佐藤章防衛副

大臣が下地敏彦宮古市長に「陸自の警備部隊と

ミサイル部隊の配備」を打診。これに対して「千

代田カントリークラブ周辺の野原自治会は
の ば る

2016 年 3 月に反対決議、同年 8 月に千代田自

治会も「反対決議」、これに驚いて同年 9 月若

宮健嗣副大臣は「弾薬庫とヘリパッドは作らな

い、小銃等の小火器の装備保管庫」建設と強調

し、沖縄防衛局も 3 回、「弾薬庫とヘリパッド

は作らない、小銃等の小火器の装備」を置くだ

けと住民に約束。下地宮古市長は「弾薬庫が一

切ないと聞いて一安心」と。宮古市はこの防衛

局の嘘が見抜けていない。ミサイル部隊の配備

を認めればその弾薬の保管は一体のものです。

2017年 11月、駐屯地建設着工されると 2018

年 2月、千代田自治会は「自衛隊員の自治会へ

の加入と公民館の建て替えを防衛局と宮古市に

提出。事実上の容認に転換。野原自治会も 2018

年 3月に反対決議撤回。

実はできた保管庫に中距離多目的誘導ミサイ

ルと迫撃砲の弾薬庫判明。村民の抗議で岩屋防

衛相は謝罪し、一旦「ミサイル等は撤去した」

と表明。住民確認出来ず抗議したが 10/7 弾薬

庫建設は着工されている。

宮古島現地で今も闘い続けている「ミサイル

基地いらない宮古島住民連絡会」の中里成繁氏
せいはん

は「実態は迫撃砲や中距離多目的誘導弾を入れ

る弾薬庫だった。政府はミサイル基地を作るた

めに嘘をつき、住民をだました」。

政府のこのような「嘘と詐欺行為」で住民に

「合意」を押しつける国家を重ねて徹底糾弾す

ることが必要です。森友、加計、イラク派遣日

報、公文書改ざん、隠蔽。かっての大本営発表

と同じ手法を私たちは今、決して見過ごしては

なりません。

★ また、中国が攻めてくると危機感をあおり

島嶼防衛で沖縄諸島にミサイル部隊が建設され

ていくす。中国が国を挙げて尖閣諸島を取りに

来るなどありえない。だから島嶼防衛はありえ

ず無駄なミサイル部隊。島嶼防衛に名を借りた

アジア人民支配の予行演習が目的です。

★ また、韓国の THAADシステム･･韓国政府

は「朝鮮からの攻撃に対する防衛用」と説明し、

ソソンリに配備。THAAD システムは高々度終

末段階での迎撃用（射程 200km 最大高度

40~150km）、星州ソソンリからソウルまで 200

㎞以上。首都防衛に役に立たない。又、朝鮮か

ら韓国に向けて弾道ミサイルは距離･時間とも

不適格。こんな近距離間では使い物にならない。

朝鮮敵視しないと日米安保も日米地位協定も

軍拡も改憲も､そして治安強化も国民説得の口

実がなくなる。自民･公明連立内閣は、財界の

アジア進出を支え、その権益防衛のためには自

衛隊海外派兵と集団的自衛権行使できる改憲す

るため朝鮮敵視を強める。 大湾
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「街なかビラ」

〈報告

連絡先：（090－ 5672－ 1597 白井）

弾圧許すな! 11/16 全国集会
全日建・関生支部つぶしを許さない!

2019年 11月 16日（土）14：00 16：00～デモ

大阪市西梅田公園（JR 大阪駅から神戸方面西へ 8 分）

・連帯挨拶

ミニコンサート（川口真由美さん）

主 催 11.16全国集会実行委員会

連絡先 全港湾関西地方大阪支部 06-6575-311

京丹後・宇川訪問
11月22日（金）8：30 集合・出発

集合地 五条大橋西詰ガソリンスタンド前

連絡先 080-8327-5588 滝川

変えよう! 日本と世界

14：00 開場 13：30

入場無料・雨天決行

集会後、デモ

講演 知花昌一さん 菅 孝行さん

公演 趙 博さん

連絡先 090-5166-1251（事務局長 寺田道男）

２019 「岩国行動」に集まろう

交流会とフィールドワーク

フイールドワーク連帯集会

沖縄・韓国・米国・阿武・佐世保・築城など参加

会 場 岩国市民文化会館・小ホール

参加費 交流会 500円 その他 1 ､ 000円

主催 岩国・労働者反戦交流集会実行委員会

申込み FAX 0774-44-102（自立労連着付）

11.4 団 結 祭 り

11月4日（月）11：00～16：00

扇町公園（参加協力券 500円）

沖縄から山城博治さん

韓国からチェ オス キム アラム ノ ギムギョさん

連絡先 090-8162-3004 （川島）

老朽原発動かすな!

11月 23日（土）高浜原発先展望所正午集会・出発

24日 JR 高浜駅 25 日 JR 小浜駅 26 日 JR 近江

今津駅 27日 JR 高島駅 29日 JR 志賀駅 30日 J

R 高島市で集会 12 月 1 日 JR 堅田駅 2 日 JR 大

津駅 3 日関電京都支社前出発 5 日 JR 山崎駅

7 日茨木市役所前出発 8 日関電営業所→関電本店

までデモ→関電包囲大集会

連絡先 090-165-7102 木原莊林

No Base! 沖縄とつながる京都の会

10月28日（月）18：30

ひとまち交流館

沖縄・辺野古の話交換会など

連絡先


